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丘のまち丘のまち

～　明徳もちつき大会　～～　明徳もちつき大会　～

新年明けましておめでとうございます新年明けましておめでとうございます



　

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
町
行
政
に
ご
協
力
を
賜
り
、

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提
案
や
ア
イ
デ
ア

を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
か
た
ち
に
す
る
行
政
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
本
年
も
生
活
実
感
に
根
ざ

し
た
お
話
や
将
来
の
夢
に
つ
な
が
る
ア
イ

デ
ア
、
日
常
の
お
困
り
ご
と
な
ど
、
お
寄

輝
く
新
年
を
迎
え
て

輝
く
新
年
を
迎
え
て

せ
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
２
年
は
美
瑛
町
の
丘
の

景
観
を
世
に
広
め
て
い
た
だ
い
た
風
景
写

真
家
・
前
田
真
三
氏
の
生
誕
１
０
０
周
年

の
記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。
昨
年
は
、
前

田
氏
が
初
め
て
美
瑛
の
丘
に
立
っ
て
か
ら

50
周
年
の
年
で
し
た
。
今
も
、
懐
か
し
そ

う
に
在
り
し
日
の
前
田
氏
の
思
い
出
を
語

ら
れ
る
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
観
光
客
は
半
減
し
て

い
ま
す
が
、
直
前
ま
で
は
年
間
２
４
０
万

人
を
超
え
る
方
々
が
美
瑛
町
を
訪
れ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ

て
い
た
だ
い
た
の
が
、
前
田
氏
で
す
。
「
麦

秋
鮮
烈
」
な
ど
の
代
表
作
が
有
名
に
な
り
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も
放
映
さ
れ
、
「
丘
の
ま
ち

び
え
い
」
を
全
国
区
に
押
し
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
後
の
「
青
い
池
」
の
人
気

を
見
て
も
、
美
瑛
町
の
強
み
は
こ
こ
に
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

丘
の
景
観
は
農
家
の
た
ゆ
み
な
い
仕
事

の
結
果
で
す
し
、
地
域
経
済
を
し
っ
か
り

し
た
も
の
に
し
て
い
る
の
は
商
工
業
者
の

活
発
な
活
動
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
そ

の
強
固
な
営
み
と
、
域
外
か
ら
の
技
術
や

発
想
が
互
い
に
織
り
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
本
年
も
そ
の
好
循
環
の
輪
が
さ
ら
に

広
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
「
寅
」
に
は
、「
春
に
な

っ
て
草
木
が
伸
び
る
」
と
い
う
意
味
が
あ

る
そ
う
で
す
。
厳
し
い
冬
を
経
た
か
ら
こ

そ
、
春
の
芽
吹
き
の
勢
い
も
出
て
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、
干
ば
つ
・
高
温
被
害
な
ど
に

見
舞
わ
れ
た
昨
年
か
ら
力
強
く
再
生
す
る
、

起
死
回
生
の
年
に
な
れ
ば
い
い
な
と
願
い

ま
す
。

　

寅
と
い
え
ば
、「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

寅
さ
ん
。
か
つ
て
、
一
番
好
き
な
寅
さ
ん

の
セ
リ
フ
を
選
ぶ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
１
位
に
選
ば
れ
た
の
は
、

吉
岡
秀
隆
演
じ
る
甥
の
満
男
の
「
人
間
は

何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
」
と
い
う
問

い
へ
の
言
葉
。
「
何
て
言
う
の
か
な
、
ほ

ら
、
あ
あ
、
生
ま
れ
て
き
て
良
か
っ
た
な

っ
て
思
う
こ
と
が
何
べ
ん
か
あ
る
じ
ゃ
な

い
、
ね
。
そ
の
た
め
に
人
間
生
き
て
ん
じ

ゃ
な
い
の
か
」。
今
年
も
多
く
の
「
良
か

っ
た
」
が
生
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
美
瑛
町
長
　
角
和
　
浩
幸
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頌 
春

美
瑛
町
議
会

　
議
　
長
　
佐
　
藤
　
晴
　
観

　
副
議
長
　
八
　
木
　
幹
　
男

　
　
　
　
　
議
　
員
　
一
　
同

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　　委

員

長
　　大
　　坪
　　正
　　明

　　副
委
員
長

　　保
　　田
　　　　　　仁

　　委
　　　　員
　　坂
　　田
　　美
　　香

　　委
　　　　員
　　増
　　山
　　和
　　則

　　委
　　　　員
　　穂
　　積
　　　　　　力

　　委
　　　　員
　　青
　　田
　　知
　　史

　　委
　　　　員
　　八
　　木
　　幹
　　男

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　　委

員

長
　　野
　　村
　　祐
　　司

　　副
委
員
長

　　山
　　本
　　賢
　　一

　　委
　　　　員
　　濱
　　田
　　洋
　　一

　　委
　　　　員
　　中
　　村
　　倶
　　和

　　委
　　　　員
　　桑
　　谷
　　　　　　覺

　　委
　　　　員
　　高
　　田
　　紀
　　子

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
４
年
の
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
北
海
道
で
過
去
例
を
見
な
い
記

録
的
な
高
温
・
少
雨
に
見
舞
わ
れ
、
美
瑛

町
に
お
い
て
も
干
ば
つ
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
が
深
刻
化
し
、
加
え
て
、
原
油
価

格
の
高
騰
に
よ
る
経
費
負
担
の
増
に
よ
り

農
産
物
価
格
へ
の
影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
観

光
客
も
少
人
数
が
主
流
と
な
っ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
令
和
３
年
度
上
半
期
観
光
客
入

込
数
は
前
年
比
の
86
・
２
％
と
大
き
く
落

ち
込
ん
だ
前
年
度
よ
り
更
に
減
少
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
新
規
感
染
者
数
は
低
く
、

変
異
株
な
ど
、
今
後
の
動
向
に
注
視
し
な

が
ら
新
た
な
受
入
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
経
済
活
動
の
回
復
を
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に

よ
り
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
こ

と
に
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
と
感
謝
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
社
会
の
到
来
や
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

の
進
展
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

柔
軟
な
働
き
方
の
実
践
な
ど
の
環
境
変
化

が
進
む
中
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支

え
る
基
盤
づ
く
り
や
産
業
の
活
性
化
へ
の

対
応
は
も
と
よ
り
、
本
町
が
将
来
に
わ
た

り
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
真
の
地

方
創
生
が
問
わ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
地

域
が
自
ら
考
え
、
責
任
を
持
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
、
誰
も
が
日
々
の
暮
ら
し
の

豊
か
さ
を
実
感
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
に

向
け
、
特
に
農
業
の
再
生
産
支
援
に
向
け

た
取
り
組
み
や
経
済
活
動
の
活
性
化
な

ど
、
元
気
な
美
瑛
町
を
取
り
戻
す
た
め
、

議
会
活
動
に
臨
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
が
、
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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生活支援事業を実施します

問合せ／保健福祉課子ども福祉・相談係　☎ 92 ｰ 4262　・　社会係　☎ 92 ｰ 4245

　長期化する新型コロナウイルス感染症の影響や、原油高騰に伴う物価上昇に対する生活支援策として、

新たに「物価高騰に対する生活支援事業」および「子育て世帯への臨時特別給付金支給事業」を実施し

ます。

　　物価高騰に対する生活支援事業 　　　　冬の生活支援事業

事業内容
 燃料高騰、及びそれに伴う物価高騰に対する生 

 活費の助成
 新型コロナ禍における生活費の助成

対象

 ①令和３年度町民税非課税世帯

 ②令和３年度町民税課税世帯のうち家計急変

 　世帯※１
　

 ③令和３年度町民税均等割のみ課税世帯

 ①令和３年度町民税非課税世帯のうち　

　(1) 子育て世帯※２　
　　　 (2) 障がい者世帯　

　（3)65 才以上の高齢者世帯　　　　　

 ②令和３年度町民税課税の子育て世帯※２
　  

 　のうち家計急変世帯※１
　

助成内容

 上記①②の世帯　Be コイン ４万円分／世帯

 上記③の世帯　　Be コイン ２万円分／世帯

 （Be コインの有効期限　令和４年５月 31 日）

 Be コイン １万円分／世帯

 （Be コインの有効期限　令和４年３月 31 日）

申請期間等
 令和４年１月６日から２月 28 日まで

 但し、右記の「冬の生活支援事業」の助成を受け 
 る方（すでに受けられている方）は申請不要

 令和４年１月 31 日まで申請期間を延長  

 しました。

申請書 　
　広報今月号に申請書を折り込んでいます。  広報12月号に申請書を折り込んでいます。

支給日  令和３年 12 月から随時  令和３年 12 月から随時

子育て世帯への臨時特別給付金支給事業　　

事業内容  新型コロナ禍における子育て支援

対象  18 歳以下の子を養育している子育て世帯※２
　

助成内容  子ども１人につき　現金　10 万円

申請期間等

 令和４年２月 28 日まで

 ※児童手当受給者は申請不要ですが、生計中心者が公務員の世帯は申請が必要です。
 ※ 16 ～ 18 歳の子がいる世帯の方は申請が必要です。

申請書  町ホームページからダウンロードしてください。（窓口でも配布しています。）

支給日  令和３年 12 月から随時　　※申請不要の世帯には 12 月 28 日（火）に支給しています。

※１　令和３年中に収入が急変し、町民税非課税相当となった世帯
※２　平成 15 年４月２日から令和４年３月 31 日に生まれた子を養育している世帯

新規

　　　　　　手続きが必要な方は忘れずに申請してください

受付中

　国の対策では、「児童手当の所得基準

に該当する子育て世帯」のみ対象として

いますが、美瑛町の独自対策として所得

制限を設けずに対象とします。

美瑛町独自の

新規
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厨房機器を払い下げます

 支給内容
  「通常の営業時間が午後８時より短い」などの理由により、北海道が実施する「緊

　急事態措置協力支援金」を受給することができない飲食事業者に支援金を支給

 支援金額   １件当たり　一律 20 万円　

 申請期限   令和４年２月 28 日（月）まで

 申請方法など
　対象となる飲食事業者の要件や申請方法について、詳しくは町ホーム

　ページをご確認ください。

品目 購入年 型式など 最低入札価格

１ 日立製　冷蔵庫 2006 年
 R-17H1 型、 観音開きタイプ
上部ステンレス製作業台付き、W935 × D450 × H830

3,000 円

２ フジマック製 電磁フライヤー 2006 年  型式不明、W450 × D600 × H850 18,000 円

３
フジマック製
ガスオーブン付きガスコンロ

2006 年
 FGR9-60AT 型、LP ガス
 三ツ口（五徳、オーブン皿欠品、焼き網２枚付き）
 W900 × D600 × H850

11,000 円

４ サンヨー製　製氷機 2006 年  SIM-F140 型、W600 × D600 × H800 23,000 円

５
フジマック製
水切り二槽シンク

2006 年
 型式不明、ステンレス製、背立有りタイプ、 水切台（左側）
 W1350 × D600 × H850

5,000 円

６
フジマック製
一槽シンク

2006 年
 型式不明、ステンレス製、背立有りタイプ
 W500 × D600 × H850

2,000 円

７
フジマック製
二槽シンク付き調理台

2006 年
 型式不明、ステンレス製、背立有りタイプ、水切台（右側） 
 W1800 × D600 × H850

5,000 円

８
フジマック製
調理台

2006 年
 型式不明、ステンレス製、引き戸収納付き（棚板１枚）・
 背立有りタイプ、W1200 × D600 × H850

7,000 円

　下表の厨房機器を、町民の方へ見積り合わせにより払い下げます。

　緊急事態宣言期間中（令和３年８月 27 日から９月 30 日まで）に営業時間短縮などの要請に協力

した事業者に対して、北海道が支援する「緊急事態措置協力支援金」を受給することができない飲

食店事業者を対象に、町が独自に「美瑛町飲食店緊急事態措置支援金」を支給します。

　　問合せ／商工観光交流課商工・労働係　☎ 92-4321

町内の飲食店を支援します

新型コロナウイルス感染症の影響に関する美瑛町の経営支援対策

問合せ／商工観光交流課商工・労働係　☎ 92 ｰ 4321

　・見積合せ日時／令和４年１月 25 日（火）　午前９時
　・見積合せ会場／役場２階会議室
　・引き渡し／令和４年２月 25 日（金）まにで、決定者にセカンドホーム（水

沢）倉庫から搬出していただきます。
　・その他／全ての機器の動作は未確認で、清掃が必要です。
　※見積り合わせ参加希望者は、事前に町指定の見積書などを商工観光交流

課で受け取り、必要事項を記載して当日会場に持参ください。
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問合せ／保健センター（新型コロナワクチン予約専用ダイヤル）

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 92-7021・☎ 92-7090

新型コロナワクチン接種に関するお知らせ

※
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
強
制
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
受
け
る
方
の
同
意
な
く
、
接

　

種
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

接
種
券
が
届
い
た
ら
、
電
話
ま
た
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
１
回
目
の
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
電
話
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
３
年
９
月
以
降
に
12
歳
に

な
る
方
に
は
、
誕
生
月
の
翌
月
に
接
種
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

３
回
目
の
接
種
券
の
発
送
時
期

　

２
回
目
接
種
終
了
日
か
ら
原
則
８
カ
月

以
上
経
過
し
た
18
歳
以
上
の
方
へ
順
番
に

接
種
券
を
発
送
し
ま
す
。

　

３
回
目
の
接
種
日
と
接
種
会
場
、
接
種

65
歳
以
上
の
方
は
予
約
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん

64
歳
以
下
の
方
は
予
約
が
必
要
で
す

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　

３
回
目
の
接
種
で
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
ワ
ク
チ
ン
の
他
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。

接
種
会
場

　

美
瑛
町
立
病
院
お
よ
び
美
瑛
循
環
器
・

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
、
接
種

証
明
書
（
電
子
版
）
が
取
得
で
き

ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書

（
電
子
版
）
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専

用
ア
プ
リ
で
申
請
し
て
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
取
得
し
た
証
明
書
は
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

限
り
ま
す
。

　

な
お
、申
請
の
際
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら
交
付
の
準
備
が
で

き
る
ま
で
概
ね
１
カ
月
か
か
り
ま
す
。

２回目を
接種した月

接種券発送月

５月   令和４年１月 

６月   令和４年２月

７月 　令和４年３月

８月 　令和４年４月

９月 　令和４年５月

10 月 　令和４年６月

11 月 　令和４年７月

？
新型コロナワクチン
接種証明書アプリ

新型コロナウイルス
感染症予防接種証明書
氏名

美瑛 太郎
接種回数

2021年12月20日発行 北海道美瑛町長

2 回
最終接種日

2021年10月22日

問
合
せ
／

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
関
す
る

こ
と

　

住
民
生
活
課
戸
籍
係
☎
92-

４
２
９
５

接
種
証
明
書
に
関
す
る
こ
と

　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

☎
92-

７
０
０
０

　美瑛町では、12 月下旬から医療従事者などへの３回目の接種

を始めています。今後、２回目の接種日から原則８カ月以上経

過した 18 歳以上の方に、１月下旬から順次接種券をお送りし、

２月上旬から接種を始める予定です。

　

65
歳
以
上
の
方
と
64
歳
以
下
の
方
で
は
、

予
約
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

３
回
目
接
種
の
予
約
に
つ
い
て

１
回
目
の
接
種
を
希
望
す
る
方
の

予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

最
新
の
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
を
記
載
し
た
接
種

券
を
１
月
下
旬
か
ら
発
送
し
ま
す
。

　

接
種
日
お
よ
び
接
種
会
場
の
変
更
や
接

種
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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問
合
せ
／
　
旭
川
東
税
務
署
（
☎
23-

６
２
９
１　

※
自
動
音
声
で
案
内)

　
　
　
　
　

税
務
課
住
民
税
係
（
☎
92-

４
２
９
７
）

　
医
療
費
控
除
と
は

　

１
年
間
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
、

ご
自
身
や
ご
自
身
と
生
計
を
同
じ
に
す
る

家
族
が
支
払
っ
た
医
療
費
を
合
計
し
、
一

定
の
金
額
を
超
え
た
場
合
に
、
所
得
控
除

（
減
税
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

※
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
が
そ
の
ま
ま
還

　
付
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

　
医
療
費
控
除
の
計
算
の
仕
方

　令和３年分の総所得金額等が 300 万円のＡさんは、令和３年中に入院し、
30 万円の医療費を支払いました。後に、加入する社会保険から５万円、
契約する医療保険から 10 万円の給付金を受け取りました。
　この場合、Ａさんの医療費控除額は次のように計算します。

令和３年中にＡ
さんが支払った
医療費の合計

「30 万円」

保険会社などか
ら受け取った給
付金の合計

「15 万円」

10 万円または総所得金額
等の５％のいずれか少な
い方の金額

Ａさんの場合は「10 万円」

医療費控除額

「５万円」
－ － ＝

Ａさんが申告できる医療費控除額は 50,000 円です。（還付額ではありません）

※医療費控除額は最高 200 万円までです。

　

１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計
額

が
、
10
万
円
ま
た
は
総
所
得
金
額
等
の

受
付
期
間
／

　

２
月
16
日
（
水
）
～
３
月
15
日
（
火
）

　

※
「
医
療
費
控
除
」
や
「
住
宅
借
入
金

　
　

控
除
」
な
ど
の
還
付
申
告
は
、
２
月

　
　

７
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
時
間
／

　

①
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

②
午
後
１
時
～
午
後
４
時

会
場
／
役
場
１
階
第
１
会
議
室

持
参
す
る
も
の
／

・
給
与
及
び
年
金
の
源
泉
徴
収
票

・
国
民
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
の
控
除

　

証
明
書

・
生
命
保
険
料
な
ど
の
払
込
証
明
書

・
そ
の
他
の
控
除
資
料
（
医
療
費
の
明
細

　

書
、
障
害
者
手
帳
、
寄
附
金
受
領
証
明

　

書
な
ど
）

　

確
定
申
告
期
間　

２
月
16
日
（
水
）
～
３
月
15
日
（
火
）

　

申
告
期
間
中
は
、
役
場
で
も
「
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
」

を
受
け
付
け
ま
す
。

役
場
１
階
申
告
相
談
会
場
で

申
告
を
受
け
付
け
ま
す

・
通
帳
な
ど
（
申
告
者
本
人
の
口
座
が
わ

　

か
る
も
の
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
個
人

　

番
号
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
な
ど

　

の
本
人
確
認
書
類
の
両
方
）

医
療
費
控
除
の
準
備
は
お
早
め
に

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は

〈計算方法の例〉
　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
医

療
費
控
除
明
細
書
」
を
確
定
申
告
書
に
添

　

大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
１
月
中
に
発

行
さ
れ
る
医
療
費
通
知
に
は
、
前
年
12
月

分
の
医
療
費
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

12
月
分
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、「
医
療
費
控
除
明
細
書
」
に
12
月
分

の
医
療
費
の
明
細
を
記
載
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
場
合
は
、
税
務
課
に
所
有
資

産
の
申
告
ま
た
は
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

〇
家
屋
の
新
築
や
増
改
築
、
取
り
壊
し

　

〇
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更

　

〇
固
定
資
産
の
所
有
者
が
死
亡

問
合
せ
／
資
産
税
係　

☎
92-

４
２
９
６

５
％
を
超
え
て
い
る
場
合
、
次
の
算
式
に

よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
を
、
医
療
費
控
除

と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

付
し
て
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
、
保
険
者
が
発
行
す
る
医
療
費

通
知
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
細

書
の
作
成
を
簡
略
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
は

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
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新ご当地グルメ

美瑛豚ハンバーグ

　

令
和
３
年
４
月
、
美
瑛
町
産
食
材
を
使

用
し
た
商
品
や
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な

ど
、
食
を
通
じ
て
地
域
を
活
性
化
し
た
い

と
、
飲
食
店
事
業
者
が
集
ま
り
「
丘
の
ま

ち
び
え
い
美
食
倶
楽
部
」
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

結
成
以
降
、
美
瑛
豚
を
使
用
し
た
商
品

開
発
に
取
り
組
み
、
道
内
の
ブ
ラ
ン
ド
豚

の
視
察
や
「
美
瑛
養
豚
会
」
と
の
懇
談
な

ど
を
経
て
、
ハ
ン
バ
ー
グ
に
注
目
す
る
こ

と
と
し
、
何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
美
瑛
産
豚
肉
１
０
０
％
の
「
美

瑛
豚
ハ
ン
バ
ー
グ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
誕
生
し
た
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ

を
ぜ
ひ
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

「
丘
の
ま
ち
び
え
い
美
食
倶
楽
部
」
部

長
の
山
田
さ
ん
に
『
美
瑛
豚
ハ
ン
バ
ー
グ
』

の
商
品
開
発
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。　

「
美
瑛
豚
ハ
ン
バ
ー
グ
」
の
開
発
に
取
り

組
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

開
発
で
一
番
苦
労
し
た
点
は
？

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

美
瑛
豚
ハ
ン
バ
ー
グ
を
提
供
し
て
い
る
お

店
を
紹
介
し
ま
す

　

平
成
26
年
に
グ
ル
メ
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
美
瑛
豚
を
使
用
し
た
「
び
え
い
豚
テ

キ
」
を
商
品
化
し
ま
し
ま
し
た
。
今
も
町

内
の
飲
食
店
で
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
新

た
に
何
か
「
美
瑛
豚
」
を
使
っ
て
商
品
開

発
が
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
て
い
る
中
、
養

豚
会
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会
で
、「
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
人
気
の
あ
る
ハ
ン
バ
ー

グ
が
良
い
の
で
は
」
と
い
う
話
し
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
ま
り
飲
食
店
な
ど
で
使
わ
れ

な
い
「
も
も
」
や
「
う
で
」
の
部
分
を
活

　

一
番
苦
労
し
た
点
は
「
味
つ
け
」
で
す
。

と
に
か
く
、「
美
味
し
さ
」
に
こ
だ
わ
り
、

何
回
も
試
食
を
重
ね
ま
し
た
。
最
後
は
、

養
豚
会
の
皆
さ
ん
に
も
試
食
し
て
い
た
だ

き
、
お
墨
付
き
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
食
べ
て
い
た
だ
い
て
、

味
な
ど
の
評
価
を
聞
き
、
ま
だ
ま
だ
改
良

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

で
き
れ
ば
、「
び
え
い
カ
レ
ー
う
ど
ん
」

に
続
く
、
新
し
い
び
え
い
の
名
物
に
な
っ

て
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、
今
後
は
カ
レ
ー

う
ど
ん
と
の
コ
ラ
ボ
も
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　

今
、
提
供
し
て
い
る
店
は
５
店
舗
で
す

が
、
も
っ
と
仲
間
を
増
や
し
て
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
レ
ー
う
ど
ん
の
取
り
組
み
で
、
町
の

経
済
効
果
へ
の
波
及
は
実
証
済
で
す
。
今

後
、
観
光
客
の
増
加
や
美
瑛
豚
の
消
費
拡

大
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

〇
駅
の
見
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
カ
フ
ェ　

　

Ｋ
О
Ｅ
Ｒ
Ｕ

〇
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

〇
喫
茶
す
ず
ら
ん

〇
び
え
い
和
牛
と
旬
彩　

亀
鶴

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
い
ま
る

・
美
瑛
産
豚
肉
の
ヘ
ル
シ
ー
な
赤
身
の
「
も

　

も
」と「
う
で
」肉
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

・
食
感
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
細
か
く
ひ
い

　

た
肉
と
粗
く
ひ
い
た
肉
を
混
ぜ
て
ま
す
。

・
美
瑛
産
玉
ね
ぎ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

調
理
方
法
や
ソ
ー
ス
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ

の
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
食
べ
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

誕　生

美
瑛
豚
ハ
ン
バ
ー
グ
の
こ
だ
わ
り

用
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
は
な
い
か
と
考
え
、

ハ
ン
バ
ー
グ
で
あ
れ
ば
、
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
決
定
し
ま
し

た
。

山田　浩二　さん

※
冷
凍
商
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
店
／
美
瑛
選
果
、
道
の
駅
び
え
い
「
丘

　

の
く
ら
」、
駅
の
見
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン

　

＆
カ
フ
ェ　

Ｋ
О
Ｅ
Ｒ
Ｕ
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11
月
26
日
（
金
）、
町
民
の
皆
さ
ん
と

町
外
の
方
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

22
人
の
皆
さ
ん
が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ブ
ッ

ク
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
で
親
交
を
深
め
ま

し
た
。

　

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ブ
ッ
ク
・
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
」
と
は
、
１
冊
の
本
を
参
加
者
全
員
で

分
担
し
て
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

パ
ー
ト
を
要
約
し
た
も
の
を
発
表
し
、
そ

　
コ
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
事
業

　
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た　

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
１
月
28
日
（
金
）

～
31
日
（
月
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
28
日
は
、
今
回
参
加
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
か
ら
「
ほ
か
の
本
で
も
挑
戦
し
て

み
た
い
」「
今
回
参
加
し
て
い
な
い
よ
う

な
業
種
の
人
と
も
交
流
し
た
い
」
と
い
っ

た
声
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ブ
ッ
ク
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
29
日
～
31
日
は
、
町
外

の
方
と
楽
し
み
な
が
ら
交
流
い
た
だ
け
る

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
内
容

が
確
定
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
本
事
業
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
策
定
専
門
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

町
に
は
「
住
み
良
い
ま
ち
美
瑛
を
み
ん

な
で
つ
く
る
条
例
」
が
あ
り
ま
す
が
、
今

の
ま
ち
づ
く
り
に
合
わ
せ
た
見
直
し
を
行

う
た
め
、
新
た
な
自
治
基
本
条
例
の
策
定

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
検
討
作
業
の
中
核
と
し
て
昨
年

の
７
月
か
ら
活
動
し
て
い
る
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
策
定

専
門
部
会
の
、
12
月
の
取
り
組
み
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
を
テ
ー
マ
と
し
た
議
員
研

究
会
に
参
加
し
ま
し
た

　

12
月
７
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
議
員

会
主
催
の
議
員
研
究
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
北
海
学
園
大
学
法
学
部
佐
藤
克

廣
教
授
か
ら
は
、
自
治
基
本
条
例
の
策
定

が
各
地
で
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背

景
や
自
治
基
本
条
例
の
役
割
は
「
行
政
を

統
制
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
こ
と
」、

「
町
政
運
営
の
基
本
を
規
定
し
て
い
る
こ

と
」
と
い
っ
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
議
員
研
究
会
へ
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
自
治
基
本
条
例
の
基

本
や
軸
を
改
め
て
意
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

条
例
に
規
定
す
る
「
議
会
」
の
章
に
関
す

る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、「
関
係
人
口
」
の
創
出
、
拡

大
を
目
的
に
「
コ
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
外
の
方
が
一
緒
に
学

ん
で
語
り
合
い
ま
し
た

　

12
月
９
日
（
木
）
に
第
７
回
自
治
基
本

条
例
（
仮
称
）
策
定
専
門
部
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、議
会
か
ら
八
木
幹
男
副
議
長
、

大
坪
正
明
議
員
、
野
村
祐
司
議
員
、
桑
谷

覺
議
員
の
４
人
に
も
参
加
い
た
だ
き
議
論

を
深
め
ま
し
た
。

　

※
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
策
定
専
門

部
会
で
は
、
毎
月
広
報
に
「N

ews 

み
ん

な
で
創
ろ
う
！
自
治
基
本
条

例
」
を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

まちづくり推進課政策調整係　☎ 92-4330

の
後
、
参
加
者
同
士
で
対
話
し
な
が
ら
１

冊
の
本
の
内
容
を
共
有
す
る
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
30
分
間
と
い
う

短
い
時
間
の
中
で
他
の
パ
ー
ト
の
内
容
を

想
像
し
な
が
ら
要
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
参
加
者
同

士
の
対
話
で
は
、
内
容
を
共
有
す
る
と
い

う
ひ
と
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
会
話
が
進
み
、
お
互
い
の

理
解
を
深
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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申
込
み
・
問
合
せ
／
総
務
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
92-

４
３
４
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
92-

４
４
１
４

瑛
友
の
会
の
皆
さ
ん
が
事
前
に

会
員
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
き
、「
町
長
が
目
指

す
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
す
ず
ら
ん
自
生
地

の
保
護
」な
ど
８
項
目
の
テ
ー
マ
で
、ト
ー

ク
を
進
め
ま
し
た
。

　

「
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
で

は
、「『
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
』『
美
瑛

町
共
有
ビ
ジ
ョ
ン
』『
自
治
基
本
条
例
』

と
い
う
言
葉
は
耳
に
入
っ
て
く
る
が
、
具

体
的
な
内
容
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
町
長

が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
た

い
」
と
の
質
問
に
対
し
、角
和
町
長
は
「
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
の
皆
さ
ん
で
あ

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
が
反
映
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
が
『
美
瑛
町

共
有
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
自
治
基
本
条
例
』

で
す
。
ど
ち
ら
の
取
り
組
み
も
案
を
作
成

し
て
い
る
状
況
な
の
で
、
案
が
ま
と
ま
っ

た
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
意
見
を
伺
い
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
12
月
10
日
に
「
美
瑛
友
の
会
」
の
皆
さ

ん
と
美
瑛
の
未
来
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

美

　

こ
の
他
、「
す
ず
ら
ん
自
生
地
の
保
護
」

の
テ
ー
マ
で
は
、「
町
花
に
指
定
さ
れ
て

い
る
す
ず
ら
ん
の
自
生
地
が
福
美
沢
に
あ

る
が
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ソ
ウ
な
ど
の
在
来
種

が
広
が
っ
て
お
り
、
早
急
に
保
護
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
提
案
を

受
け
、
町
長
は
「
年
２
回
の
草
刈
り
を

行
っ
て
い
る
が
、
回
数
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
専
門
家
な
ど
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
自
生
地
の
保
護
を
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
意
見
交
換
す
る

「
び
え
い
未
来
ト
ー
ク
」
を
、
令
和
元
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
し

込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
び
え
い
未
来
ト
ー
ク
」

12
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

１
日　

農
友
会
総
会

２
日　

新
ま
ち
お
こ
し
メ
ニ
ュ
ー
お
披
露
目
会

３
日　

東
部
地
区
要
望

６
日　

集
落
代
表
者
研
修
会

　
　
　

名
誉
町
民
推
薦
審
議
会

７
日　

新
農
業
人
激
励
の
つ
ど
い

　
　
　

第
２
回
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

８
日　

職
員
採
用
試
験　
　

10
日　

ジ
オ
パ
ー
ク
防
災
教
育
部
会

　
　
　

び
え
い
未
来
ト
ー
ク

14
日　

十
勝
岳
噴
火
総
合
防
災
訓
練
関
係

　
　
　

機
関
会
議

16
日
～
17
日

　
　
　

美
瑛
町
議
会
第
６
回
定
例
会

18
日　

陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地　

　
　
　

公
開
訓
練

20
日　

丘
の
ま
ち
び
え
い
ヘ
ル
シ
ー
マ
ラ

　
　
　

ソ
ン
実
行
委
員
会
（
旭
川
市
）

20
日
～
29
日

　
　
　

各
関
係
機
関
へ
の
年
末
あ
い
さ
つ

22
日　

大
雪
地
区
広
域
連
合
議
会
、
大
雪

消
防
組
合
議
会
、
大
雪
清
掃
組
合

議
会
、
大
雪
葬
祭
組
合
議
会

23
日　

地
域
共
生
政
策
自
治
体
連
携
機
構

　
　
　

首
長
連
絡
会
（
東
京
都
）

28
日　

美
瑛
町
農
協
よ
り
鏡
餅
贈
呈

30
日　

仕
事
納
め

　11月分支出額計　　97,578円

令和３年 11 月分交際費支出状況

月日 件　名 金額（円）

11/1 10 月 28 日開催　町長杯ゲートボール大会の景品代 10,000

11/4 瑠辺蘂地区敬老会に対して（お祝い） 8,800

11/5 農業委員会との意見交換会負担金 4,500

11/11 国会議員・企業訪問時の手土産代 11,178

11/19 11 月 10 日発生の火災見舞金として 30,000

11/23 俵真布・美進地区敬老会に対して（お祝い） 17,600

11/24 雪堆積場使用に伴う騒音に対する近隣住宅への菓子代 10,000

11/29（有）イーズ　枝廣氏との懇談に要した賄費 5,500 美瑛町長

角和　浩幸

町　長
コラム
号　外
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美
瑛
町
に
移
り
住
ん
で
、
１
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
妻
と
暖
か
い
青
い
海
の
あ
る

場
所
に
住
も
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

旅
行
で
見
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
青
い

池
と
雪
の
景
色
に
惚
れ
こ
ん
で
し
ま
い
、

移
住
す
る
ま
で
の
１
年
で
大
き
な
方
向
転

換
を
し
ま
し
た
。

　

引
っ
越
す
時
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
で

す
が
、
な
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

ず
っ
と
近
隣
以
外
ど
こ
に
も
行
か
ず
、
懐

か
し
い
人
と
も
会
え
な
い
生
活
が
続
く
と

は
予
想
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
時
々
、
夫
婦
で
趣
味
の
カ
メ 上野　敏生さん（出身地 :岐阜県）

ラ
を
持
っ
て
、
観
光
客
が
全
く
い
な
い
美

し
い
美
瑛
の
山
畑
を
、
独
り
占
め
す
る
よ

う
に
静
か
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
は

幸
い
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
の
中
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
し
て
業

務
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
業
務
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

全
国
で
小
中
学
校
の
児
童
１
人
ず
つ

に
パ
ソ
コ
ン
を
提
供
し
て
学
ぶ
と
い
う

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
携
わ
り
、

「Chrom
ebo

ok

」
と
い
う
Ｐ
Ｃ
を
選
定
し

て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
つ
つ
、
児

童
が
間
違
い
に
く
い
パ
ス
ワ
ー
ド
と
す
る

な
ど
の
独
自
の
工
夫
や
、
パ
ソ
コ
ン
の
遠

隔
管
理
と
い
っ
た
安
全
性
を
考
慮
し
た
形

で
学
校
に
配
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
や
自
宅
持
ち

帰
り
の
実
証
な
ど
、
先
生
方
と
協
力
し

あ
っ
て
携
わ
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

町
内
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
状
況
下
で
は
集
ま
っ
て

活
動
す
る
の
が
難
し
い
状
態
で
す
。

　

そ
こ
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
意

見
交
換
の
で
き
る
環
境
を
整
備
で
き
な
い

か
提
案
し
、
試
験
的
に
行
う
こ
と
で
、
少

し
で
も
活
気
が
出
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
月
号
は
、
教
育
委
員
会
管
理
課
で
活

動
し
て
い
る
上
野
敏
生
さ
ん
の
報
告
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
通
信

　
功
績
を
称
え
て

　
～
故
竹
内
英
順
氏
が
名
誉
町
民
に
～

　

昭
和
34
年
10
月
１
日
、
美
瑛
町
に
て
お

生
ま
れ
に
な
り
、
東
京
農
業
大
学
農
学
部

林
学
科
を
卒
業
後
、
当
時
の
郵
政
大
臣
、

箕
輪
登
衆
議
院
議
員
の
秘
書
と
し
て
勤
め

　

北
海
道
議
会
議
員
を
、
７
期
26
年
に
わ

た
り
務
め
ら
れ
た
故
竹
内
英
順
氏
（
令
和

３
年
７
月
９
日
逝
去　

享
年
61
歳
）
に
、

生
前
の
功
績
を
称
え
「
名
誉
町
民
」
の
称

号
を
贈
る
こ
と
が
、
令
和
３
年
12
月
の
第

８
回
美
瑛
町
定
例
議
会
に
お
い
て
全
会
一

致
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
美
瑛
町
の
名
誉
町
民
は
、
故
水

上
博
氏
（
元
町
長
・
平
成
16
年
認
証
）
に

次
い
で
、
19
人
目
と
な
り
ま
す
。

故
竹
内
英
順
氏
の
略
歴

名
誉
町
民
と
は

　

美
瑛
町
に
引
き
続
き
20
年
以
上
住
所
を

有
し
、町
の
発
展
や
公
共
の
福
祉
の
増
進
、

社
会
文
化
の
進
展
に
寄
与
し
た
功
績
が
特

に
優
れ
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
深
く
尊
敬

に
値
す
る
個
人
に
対
し
て
そ
の
功
績
と
栄

誉
を
称
え
て
贈
る
称
号
で
す
。

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
７
年
４
月
に
北
海
道
議
会

議
員
に
当
選
さ
れ
、
以
来
、
連
続
し
て
７
期

の
当
選
を
果
た
し
、
議
会
運
営
委
員
長
や
道

州
制
・
地
方
分
権
改
革
等
推
進
調
査
特
別
委

員
長
、
北
海
道
森
林
・
林
業
活
性
化
推
進
議

員
連
盟
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
北

海
道
と
ふ
る
さ
と
美
瑛
の
発
展
、
振
興
の
た

め
卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
多
大
な
ご
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。　

　

近
年
で
は
、
林
業
担
い
手
を
育
成
す
る

「
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
」
の
開
校
を

主
導
さ
れ
た
り
、
森
林
環
境
税
創
設
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
忙
な
ご
公
務
の
中
、
町
内
の

行
事
に
も
多
数
ご
出
席
い
た
だ
く
な
ど
、

町
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
さ
れ
る
お

人
柄
で
し
た
。
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今
月
の
星
空
コ
ラ
ム

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美み

宙そ
ら

」

― 

今
月
の
星
空
の
魅
力
を
お
送
り
し
ま
す 

―

　

本
格
的
な
冬
の
時
季
を
迎
え
、
曇
り
や

雪
の
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
時
折
雲

間
か
ら
星
が
見
え
る
こ
と
が
あ
り
、
私
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

夜
７
時
を
過
ぎ
る
と
南
東
の
空
高
く
、

冬
を
代
表
す
る
オ
リ
オ
ン
座
が
見
ら
れ
ま

す
。
オ
リ
オ
ン
座
は
１
等
星
が
２
つ
（
左

上
・
赤
い
星
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
、
右
下
・
青

白
い
星
リ
ゲ
ル
）
あ
る
星
座
で
、
２
つ
の

１
等
星
の
色
の
違
い
か
ら
岐
阜
県
で
は
ベ

テ
ル
ギ
ウ
ス
を
平
家
の
赤
旗
、
リ
ゲ
ル
を

源
氏
の
白
旗
に
見
た
て
、
平
家
星
・
源
氏

星
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
色
の
違
い

は
星
の
表
面
温
度
の
違
い
で
、
寿
命
や
重

さ
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
や
太
陽
の
よ
う
に
自
ら

光
を
放
ち
輝
く
星
を
恒
星
と
呼
び
ま
す

が
、
恒
星
に
は
寿
命
が
あ
り
、
ベ
テ
ル
ギ

ウ
ス
の
よ
う
に
爆
発
し
て
な
く
な
る
タ
イ

プ
と
、
太
陽
の
よ
う
に
膨
張
し
星
を
作
る

ガ
ス
が
宇
宙
空
間
に
広
が
っ
て
寿
命
を
終

え
る
タ
イ
プ
の
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
は
２
０
２
０
年
の
初

め
に
か
つ
て
な
い
ほ
ど
明
る
さ
が
暗
く
な

懐
か
し
の
収
蔵
品
を
紹
介

♯
12 

宮
様
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
ポ
ス
タ
ー

　

令
和
４
年
２
月
20
日
に
「
寬
仁
親
王

記
念
第
45
回
丘
の
ま
ち
び
え
い
宮
様
国

際
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
宮
様
国
際
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
の
始

ま
り
は
、
昭
和
53
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第

１
回
北
海
道
歩
く
ス
キ
ー
交
歓
会
」
に

遡
り
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
は
、
札
幌
五
輪
の
影
響

で
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
流
行
し
て

お
り
、
十
勝
岳
で
は
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
日

本
代
表
選
手
の
合
宿
や
全
国
大
会
が
行

わ
れ
た
ほ
か
「
冬
山
開
き
ス
キ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
数
多

く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
町

内
で
は
歩
く
ス
キ
ー
交
歓
会
を
き
っ
か

け
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
人

気
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

第
５
回
大
会
か
ら
は
、
名
称
を
「
宮

様
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
へ
、
更
に

平
成
４
年
の
第
15
回
大
会
か
ら
は
「
宮

様
国
際
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
へ
と

改
め
、
全
国
か
ら
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

が
訪
れ
る
大
会
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

郷
土
学

館

で

は
、

関
連
資
料

を
36
点
収

蔵
し
て
い

ま
す
。

   

電
　
話
74-

６
１
１
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
74-

６
１
１
５  

星
の
ソ
ム
リ
エ
®
資
格
認
定
講
座
を
開
催

し
ま
す

　

星
の
ソ
ム
リ
エ
®
資
格
認
定
制
度
は
、

星
空
や
宇
宙
の
楽
し
み
方
を
学
び
、
地
域

で
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
育
て
る

全
国
的
な
指
導
者
養
成
講
座
で
す
。

日
程
／
１
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

　
　
　

２
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）・

　
　
　
　
　

26
日
（
土
）　

　
　

※
５
日
間
で
７
講
座
を
行
い
ま
す
。

対
象
／
町
内
在
住
で
中
学
生
以
上
の
方

定
員
／
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

　
　
　

選
に
な
り
ま
す
）

参
加
費
／
全
講
座
受
講
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

１
講
座
の
み
受
講
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

申
し
込
み
方
法
／
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
、
１
月
16
日
（
日
）
ま
で
に
、
美
瑛

　

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

　

ム
ま
た
は
郷
土
学
館
へ
電
話
で
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
郷
土
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
美
瑛
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
登
録
さ
れ
て 

　

い
な
い
方
は
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

　

読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

東 南東

１月中旬の午後７時頃の星空

り
、
近
い
将
来
（
数
万
年
後
）
の
爆
発
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
オ
ン
座
の
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
と
、
こ

い
ぬ
座
の
プ
ロ
キ
オ
ン
、
お
お
い
ぬ
座
の

シ
リ
ウ
ス
の
３
つ
の
星
を
結
ぶ
と
冬
の
大

三
角
が
見
つ
か
り
ま
す
。
プ
ロ
キ
オ
ン
と

シ
リ
ウ
ス
は
ど
ち
ら
も
１
等
星
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
シ
リ
ウ
ス
は

恒
星
の
中
で
一
番
明
る
い
星
で
す
。

　

１
年
を
通
じ
て
、
冬
は
明
る
い
星
々
を

多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
季
節
で
す
。
ぜ

ひ
冬
の
大
三
角
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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美瑛町民の平均介護認定期間

H22

KU
健診
　受けよう

　
美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
保
健
セ

ン
タ
ー
保
健
師
の
森
で

す
。

　

今
月
は
、
介
護
認
定
の
現
状
と
そ
の
予

防
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

延
び
て
い
る
介
護
認
定
期
間

介
護
認
定
の
原
因
は
？

　

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状

が
な
い
た
め
、
知
ら
な
い
う
ち
に
動
脈
硬

化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

健
康
な
血
管
は
弾

力
性
が
あ
り
、
必
要

な
血
液
を
脳
や
心
臓

を
は
じ
め
全
身
に
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
動
脈
硬
化

の
進
ん
だ
血
管
は
血

流
が
悪
く
、
十
分
な

血
液
を
送
り
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
血
栓
に
よ
っ
て
血
管
が
完
全
に

ふ
さ
が
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
先
の
臓
器

の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

血
管
（
動
脈
）
に
は
痛
覚
が
な
い
の
で

「
痛
い
」
と
い
う
サ
イ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

血
管
（
動
脈
）
の
傷
み
具
合
は
、
血
圧
測

定
や
血
液
検
査
の
結
果
か
ら
予
測
す
る

し
か
な
い
た
め
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の

受
診
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
ま
だ
健
診
を
受
け
ら
れ
て
い

な
い
方
は
、
広
報
今
月
号
の
折
り
込
み
チ

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
12
日
（
水
）、
13
日
（
木
）

　
　
　

午
後
３
時
～
７
時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
小
学
校
３
年
生
以
上
の
町
民
の
方

　

（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

検
査
料
／
無
料

検
査
内
容
／
採
血
（
短
時
間
で
終
了
し
ま
す
）

※
５
年
に
１
度
の
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　　　  11月の
　　　  健康マイレージ状況

◇新規エントリー　８人

一緒に頑張りましょう！

◇20マイル達成　  12人

おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

729人

合計（延べ人数）

　

美
瑛
町
の
介
護
認
定
の
主
な
原
因
疾
患

は
「
脳
・
心
血
管
疾
患
」
、「
認
知
症
」
、「
筋

骨
格
系
疾
患
」
の
３
つ
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、「
脳
・
心
血
管
疾
患
（
脳

　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

　

美
瑛
町
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
80
・
６
歳
、

女
性
87
歳
と
ほ
ぼ
全
国
平
均
の
数
値
で
す
。

　

し
か
し
、
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
率
は

22
・
７
％
と
全
国
平
均
よ
り
約
４
％
高
く
、

５
人
に
１
人
が
介
護
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
、
介
護
の
必
要
な
度
合
を
身

体
機
能
、
認
知
機
能
な
ど
を
基
に
認
定
す

る
も
の
で
す
が
、
美
瑛
町
で
初
め
て
認
定

を
受
け
る
平
均
年
齢
は
、
男
性
が
77
・
１

歳
、
女
性
が
79
・
９
歳
と
、
全
国
平
均
と

比
べ
る
と
男
女
と
も
に
１
、
２
歳
若
く
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

全
国
と
比
べ
高
い
介
護
認
定
率

　

美
瑛
町
の
介
護
認
定
期
間
は
、
平
成
22

年
は
平
均
４
年
５
カ
月
で
し
た
が
、
令
和

元
年
に
は
平
均
10
年
１
カ
月
（
最
長
19
年

11
ヶ
月
）
と
延
び
て
い
ま
す
。

　

介
護
認
定
期
間
が
延
び
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
暮
ら
し

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
長
生
き
で

き
る
証
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
が
、
健
康
で

は
な
い
期
間
が
延
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
健
康
な
状
態
で
長
生
き
す
る

た
め
に
は
日
ご
ろ
か
ら
自
身
の
健
康
状
態
を

確
認
し
、
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

梗
塞
、
動
脈
硬
化
な
ど
）」
が
高
い
割
合
を

占
め
、
発
症
す
る
と
麻
痺
や
運
動
制
限
で

日
常
生
活
に
手
助
け
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

「
脳
・
心
血
管
疾
患
」
の
多
く
は
、
高

血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
が
原
因
で
発
症
し
ま
す
。

ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
受
診
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
血
液
デ
ー
タ
が
手
元
に
あ
る
方

は
、
デ
ー
タ
の
読
み
取
り
を
お
手
伝
い
し

ま
す
の
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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美瑛町民の平均介護認定期間
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今
月
の
特
集
展
示

 

「
若
い
あ
な
た
に
贈
り
た
い
こ
の
１
冊
」

　

今
月
は
若
い
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
い

た
い
本
を
、
図
書
館
に
あ
る
全
て
の
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
20
冊
選
び
ま
し
た
。

　

若
い
頃
に
読
ん

だ
本
は
、
人
生
の

糧
に
な
り
ま
す
。

　

心
に
残
る
１
冊

と
出
会
え
ま
す
よ

う
に
。

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

   

日
時
／
1
月
22
日
（
土
）

　

   

午
前
10
時
30
分
～
11
時

図
書
館
だ
よ
り

　

誰
も
が
「
知
ら
な
い
」
マ
ニ
ア
ッ
ク
な

映
画
を
熱
く
語
る
こ
の
本
。
タ
イ
ト
ル
通

り
ヘ
ン
テ
コ
な
映
画
作
品
の
列
挙
に
、
目

次
に
並
ぶ
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
も
笑
っ
て
し

ま
う
こ
と
請
け
合
い
！

　

く
だ
け
た
語
り
口
調
に
乗
せ
ら
れ
て
つ

い
つ
い
読
み
進
め
、
気
が
付
い
た
ら
そ
の

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

「
ヘ
ン
テ
コ
映
画
レ
ビ
ュ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　

 

高
橋　

ヨ
シ
キ
／
著

　

―
　
火
事
と
救
急
救
助
は
１
１
９
番
　
―

　

美
瑛
消
防
署

　
　
☎
92-

２
０
２
９

　
災
害
情
報
案
内

　
☎
92-

１
１
１
９

 

新
年
恒
例
「
美
瑛
消
防
団
出
初
式
」

　

１
月
９
日
（
日
）
に
、
町
の
無
火
災
と

町
民
の
安
全
・
安
心
を
願
う
と
と
も
に
消

防
団
員
の
士
気
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、

美
瑛
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
す
。　

　

当
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
役
場
前
で
観

閲
式
と
分
列
行
進
を
行
い
ま
す
。　

　

出
初
式
実
施
中
は
、
市
街
地
の
一
部
の

道
路
で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

消
防
だ
よ
り

　

美
瑛
町
防
火
管
理
者
協
会
主
催
の
、
令

和
３
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
決
定

ヘ
ン
テ
コ
映
画
を
是
が
非
で
も
観
て
み

た
い
と
い
う
気
に
・
・
。

　

映
画
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
と

そ
の
作
品
の
予
告
な

ど
を
簡
単
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
仕
掛
け

あ
り
。

図
書
館
で
冬
休
み
の
宿
題
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
せ
ん
か

　

冬
休
み
期
間
中
（
１
月
17
日
ま
で
）、

会
議
室
を
開
放
し
ま
す
。
１
人
で
集
中

し
た
い
方
は
「
閲
覧
室
」
、
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
う
方
は
「
談
話
室
」
や
「
会
議
室
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
会
議
室
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。　

※
年
末
年
始
は
、
12
月
31
日
か
ら
１
月
５

　

日
ま
で
休
館
し
ま
す
。

　
電

　
話
92
‐
１
２
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
92
‐
４
８
７
７

〇
特
別
賞
会
長
賞　
　

川
村　

涼
介
さ
ん

〇
最
優
秀
賞　
　
　
　

大
場　

夢
空
さ
ん

〔
特
別
賞
会
長
賞
〕

　

美
馬
牛
小
学
校　

４
年　

川
村
涼
介

〔
最
優
秀
賞
〕

　

美
沢
小
学
校　
　

６
年　

大
場
夢
空

〔
優
秀
賞
〕

　

明
徳
小
学
校　
　

６
年　

舟
木
わ
こ

　

美
瑛
小
学
校　
　

５
年　

笹
倉
聖
奈

　

美
瑛
東
小
学
校　

４
年　

百
瀬
優
芽

〔
佳
作
〕

　

明
徳
小
学
校　
　

５
年　

小
口
緋
七

　

美
瑛
小
学
校　
　

５
年　

木
村
み
ゅ
う

　

美
瑛
小
学
校　
　

５
年　

松
田
奈
夕

　

美
瑛
東
小
学
校　

４
年　

福
田
彩
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）
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安
全
安
心
な
冬
道
の
確
保
に
向
け
て
、

町
道
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

ちょこっと
防　　災

　

美
瑛
町
は
、
十
勝
岳
の
噴
火
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
と
向
き
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
総
務
課
危
機
対
策
室
で
は
、

防
災
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、
災
害
に
対

し
て
の
事
前
の
備
え
を
意
識
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
学
校
や
地
域
に
お
じ
ゃ
ま
す
る

「
出
前
防
災
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
ち
ょ
こ
っ
と
防
災
は
、
令
和
３

年
に
実
施
し
た
出
前
防
災
講
座
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
ち
ょ
こ
っ
と
紹
介
し
ま
す
。

　

出
前
防
災
講
座
で
は
、
過
去
に
発
生
し

た
災
害
の
状
況
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説

明
、
避
難
所
で
使
用
す
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
の
組
み
立
て
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
も
説

明
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
設
置
を

検
討
し
た
い
と
い
う
地
区
が
あ
れ
ば
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

２
人
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
集
ま
り

で
も
お
伺
い
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

の
た
め
に
、
防
災
の
こ
と
を
考
え
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
出
前
防

災
講
座(

総
務
課
危
機
対
策
室　

☎
92-

４
３
１
６
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
ち
ょ
こ
っ
と
防
災
で
し
た
。

令
和
３
年
に
実
施
し
た
出
前
防
災
講
座

２
月　
　

消
防
団
第
１
分
団
（
月
例
訓
練
）

４
月　
　

社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
推
進
部

長
・
民
生
委
員
児
童
委
員
連
携

会
議

９
月　
　

明
徳
小
学
校
（
避
難
訓
練
）

　
　
　
　

美
瑛
高
校
（
１
日
防
災
学
校
）

10
月　
　

美
瑛
中
学
校
（
避
難
訓
練
）

11
月　
　

美
瑛
小
学
校
（
避
難
訓
練
）

12
月　
　

北
町
町
内
会
役
員
会

美瑛小での出前防災講座の様子

お気軽に声
をかけてく
ださい！

総
務
課
危
機
対
策
室
　

　
　
　
大
畑
係
長

除
雪
作
業
で
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ
に

お
答
え
し
ま
す

除
雪
が
入
る
基
準
は
あ
る
の
？

除
雪
の
出
動
基
準
は
、
車
道
が
概
ね

15
㎝
以
上
、
歩
道
が
概
ね
７
㎝
以
上

の
積
雪
と
し
て
い
ま
す
が
、
降
雪
状
況
や

吹
込
み
と
い
っ
た
気
象
条
件
で
差
が
で
る

の
で
、
あ
く
ま
で
も
目
安
と
し
て
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
雪
が
降
り
始
め
る
時
間
に
よ
っ

て
は
、
出
動
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
家
の
前
に
雪
が
残
る
の
？

除
雪
作
業
は
、
道
路
上
の
雪
を
左
右

に
か
き
分
け
る
方
法
で
行
っ
て
い
る

た
め
、間
口
に
雪
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

間
口
に
残
っ
た
雪
は
各
ご
家
庭
で
処
理
し

て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
大
き
な
雪
の
塊
が
残
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
建
設
水
道
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

道
路
に
雪
を
出
し
て
い
い
の
？

私
有
地
の
雪
を
道
路
に
出
す
行
為

は
、
道
路
の
幅
が
狭
く
な
り
、
事
故

に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
通
行
に
支
障

を
き
た
す
原
因
と
な
る
た
め
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

除
雪
で
舗
装
や
マ
ン
ホ
ー
ル
が
壊

れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た

現
地
を
確
認
し
ま
す
の
で
発
見
し
た

際
は
、
建
設
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

　

問
合
せ
／
建
設
水
道
課
維
持
係　

☎
92-

４
４
３
１　

　
　

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す　
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

厳しかった一年を乗り越えて

長年の功績を称えて

　11 月 22 日、商工会会議室で「商工会永年勤続

従業員表彰式」が行われました。

　表彰式では、表彰者を代表して、勤続 30 年表

彰の（株）丸善商事の松家さんへ瀧田会長から表

彰状などが手渡されたほか、全国商工会連合会か

らの表彰状も贈られ、会社の発展を長年に渡り支

えてこられた功績を称えました。

　今年は、勤続 10 年表彰が 30 人、20 年表彰が

12 人、30 年表彰が６人、40 年表彰が２人の合計

50 人が表彰されました。

　12 月７日、ＪＡびえい３階大ホールで「第 58

回美瑛町新農業人激励のつどい」が開催され、13

人の新農業人に激励の言葉が贈られました。

　新農業人代表の河合智史さんは「美瑛の先人が

開拓してきた土地を守り続け、安全でおいしい農

作物を作っていけるように頑張っていきます」と

力強く意気込みを述べていました。

　これからの美瑛町の農業を担う、たくましい皆

さんの活躍に期待が高まります。

考案したアイデアが給食に！

　11 月 26 日、町内の各小学校の給食で「びえい

牛丼」が提供されました。

　この牛丼は、９月に行われたふるさと学習「美瑛

にあったらいいなと思うもの」の中で、美瑛東小学

校の佐藤篤仁さんが考案したもので、（株）ファー

ムズ千代田から、びえい和牛約８００食分を無償で

提供いただき実現しました。

　佐藤さんは「美瑛町産の食材にこだわって考え

ました。同級生においしいと言われたのが嬉しかっ

たです」と話していました。

スマート農業の推進に向けて

　11 月 25 日、美瑛町スマート農業推進協議会と日

本ニューホランド ( 株 ) の共催で、自動操舵トラク

ターの試乗体験実演会が農業担い手研修センター美

進で開催され、19 人の農業者が参加しました。

　参加者からは、「オペレーターの作業負担は確実

に減ると思いますが、導入費用が高額であると感

じました」と切実な声が上がりました。

　参加者の皆さんの声を参考に、これからもスマー

ト農業の導入に向けた取り組みが進んでいきます。
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　「ＪＲ富良野線絵画コンクール」に応募していた、

美瑛小学校の犬伏輪佳奈さんと美馬牛小学校の市

川葉琉さんが、それぞれ優秀賞を受賞しました。

　お二人に感想を尋ねると犬伏さんは「絵を描くこと

が好きなので受賞できてうれしいです。これからもた

くさん絵を書いていきたいです」と、市川さんは「電

車も絵を描くことも好きなので、受賞を知ったときは

嬉しかったです」と笑顔で答えてくれました。

　なお、受賞作品と美瑛町内の応募作品は、１月

15 日から町民センターで展示されます。

ＪＲ富良野線絵画コンクールで優秀賞を受賞

犬伏　輪佳奈さん犬伏　輪佳奈さん市川　葉琉さん市川　葉琉さん

料理を通して交流を

心に響く素晴らしい演奏

　12 月 18 日、陸上自衛隊上富良野駐屯地音楽隊演

奏会（公開訓練）が町民センターで開催され、訪れ

た町民約１６０人が迫力ある演奏を楽しみました。

　演奏会では、紫
し さ い

彩太鼓の迫力のある演奏のほか、

遠軽、名寄、上富良野駐屯地の音楽隊による合同

演奏も行われ、「ビールのＣＭメドレー」や吉幾

三さんの「雪国」など、幅広いジャンルの曲が披

露されると、会場からは惜しみない拍手が送られ

ていました。

地元食材を食べて応援

　12 月 15 日、美瑛町農民連盟からなかよし児童

館と美瑛東小学校の学童保育に、北海道産のてん

菜糖を使ったカステラを寄贈いただきました。

　この寄贈は、コロナ禍で消費が落ち込んでいる北

海道の食材を食べてもらおうと美瑛町農民連盟が昨

年から実施しています。

　子どもたちからは「家族みんなで食べました。

すごくおいしかったです」と嬉しい声が届いてい

るとの事です。

　12 月８日、農村女性グループ「ネットワークす

ずらん」主催の「農産加工研修会」が開催され、

８人の新農業人が参加しました。

　研修会では、美瑛産大豆を使用した手作り豆腐

と大福もち作りを体験し、新農業人の皆さんは「初

めて豆腐を作ったので、良い経験になりました。

先輩方との会話も楽しかったです」と笑顔で話し

てくれました。

　今後も、世代を超えて交流の輪が広がっていく

ことが期待されます。
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現
地
調
査
で
は
、
部
会
の
活
動
を
説
明

し
、
そ
の
成
果
を
強
調
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
、
調
査
員
の
皆
さ
ん
へ

の
ア
ピ
ー
ル
が
い
か
程
に
届
い
た
か
を
判

断
す
る
基
準
が
よ
く
解
ら
な
い
の
で
、
何

と
も
申
し
よ
う
が
な
い
の
が
本
音
で
す
。

　

私
た
ち
の
部
会
は
、「
観
光
」
と
い
う
、

【
11
月
の
火
山
活
動
】

 

十
勝
岳
火
山
活
動

　
　
　
　
　
　

札
幌
管
区
気
象
台
発
表

　
　
　
　

問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　
　
　
　
　

☎
０
１
１-

６
１
１-

６
１
２
７

　

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
測
で
は
、
62-

２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
４
０

０
㍍
以
下
、
大
正
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は

１
０
０
㍍
以
下
、
振
子
沢
噴
気
孔
群
の
噴

気
の
高
さ
は
火
口
縁
上
１
０
０
㍍
以
下
で

し
た
。

　

火
山
性
地
震
は
や
や
少
な
い
状
態
で
経

過
し
、
主
に
62-

２
火
口
付
近
の
ご
く
浅

い
所
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
62-

２
火
口
の
微
弱
な
火
映
は

８
月
７
日
以
降
観
測
さ
れ
て
お
ら
ず
、
火

山
性
微
動
も
11
月
中
は
観
測
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

十
勝
岳
で
は
、
火
山
活
動
の
活
発
化
を

示
す
現
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
活
動
推
移
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　　

噴
火
予
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、
活

火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
）
の
予
報
事
項

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※詳しい情報は札幌管区気象台 http://www.jma-net.go.jp/sapporo/で閲覧可能です。

　

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
に
は
、「
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
」「
産
業
部
会
」「
地

域
・
普
及
部
会
」「
防
災
・
教
育
部
会
」
の
４
つ
の
専
門
部
会
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
程
、
現
地
調
査
を
終
え
、
各
部
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
今
月
号
と
来
月
号

の
２
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

現
地
調
査
を
終
え
、
各
専
門
部
会
長
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

認
定
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
こ
の
重
要
な
年

　

審
査
の
結
果
は
、
来
年
１
月
28
日
に
発

表
に
な
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
広
報
び

え
い
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
申
請
部
会
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
思
う

　
「
き
っ
か
け
」
か
ら
「
か
た
ち
」
に

観光・ツーリズム部会

部会長  西海正博 氏
（びえい白金温泉観光組合長）

産業部会

部会長  加藤祐一 氏
（上富良野町商工会長）

人
々
の
楽
し
み
を
応
援
す
る
役
割
が
あ
り

ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
が
、
美
瑛
・
上

富
良
野
両
町
の
観
光
発
展
に
結
び
つ
く
よ

う
、
か
つ
て
以
上
に
勉
強
し
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
く
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
、
部
会
長
の
任
に
就
い
て
ま
だ
半
年
。

大
き
な
不
安
を
抱
え
た
中
で
部
会
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
臨
み
ま
し
た
。

　

一
通
り
説
明
し
た
後
、「
こ
の
地
域
に

ジ
オ
パ
ー
ク
は
必
要
か
？
」
と
の
質
問
が

調
査
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

「
な
ん
と
意
地
悪
な
」
と
思
い
な
が
ら

も
「
新
た
な
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
、
生
み

出
せ
る
も
の
も
あ
る
の
で
は
」
と
答
え
ま

し
た
。
そ
の
答
え
に
自
信
は
持
て
ま
せ
ん

が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
じ
て
両
町
が
同
じ

土
俵
の
上
で
取
り
組
む
き
っ
か
け
が
出
来

た
の
で
す
か
ら
、
「
か
た
ち
」
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

10月30日に行われた現地調査でのヒアリングの様子
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

 

【
家
族
世
帯
向
け
】

・
美
馬
牛
団
地
９
０
１
号
室　
　

３
Ｄ
Ｋ

　
　

月
額　

９
０
０
０
～
１
３
４
０
０
円

・
町
営
旭
一
般
住
宅
４
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

            

月
額　

２
０
０
０
０
円

※
家
族
世
帯
優
先
で
す
が
、
単
身
の
方
も

　

申
し
込
み
可
能
で
す
。

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
令
和
４
年
２
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
1
月
６
日（
木
）
～
14
日（
金
）

決
定
方
法
／
選
考
の
上
、
公
開
抽
選
に
よ

　

り
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付

　

し
て
提
出
し
て
だ
さ
い
。

　

広
報
12
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
１
月
に
再
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
１
月
19
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

　

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集

保
健
・
福
祉
・
医
療

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

職
種
お
よ
び
募
集
人
員
／

　

心
理
士　

１
人

　

（
書
類
選
考
、
小
論
文
、
面
接
に
よ
り

　

採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

勤
務
場
所
／
美
瑛
町
役
場

採
用
／
令
和
４
年
４
月
１
日

給
与
・
手
当
等
／
条
例
に
基
づ
く
支
給（
給

　

与
に
つ
い
て
は
前
歴
・
経
験
加
算
あ
り
）

必
要
な
資
格
な
ど
／

・
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
満

　

45
歳
以
下
で
、
か
つ
１
年
以
上
児
童
に

　

関
わ
る
相
談
や
指
導
な
ど
の
援
助
業
務

　

の
経
験
を
有
す
る
方

・
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

　

こ
と

　

①
認
定
心
理
士

美
瑛
町
職
員
募
集

　

②
公
認
心
理
士
ま
た
は
臨
床
心
理
士

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
有
又
は
取

　

得
見
込
み
で
あ
る
こ
と

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
お
よ
び
地
方

　

公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該
当

　

す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

提
出
書
類
／

①
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

②
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
（
卒
業
証
明
書

　

の
写
し
可
）
ま
た
は
卒
業
見
込
み
証
明
書

③
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
（
単
位
取
得

　

証
明
書
可
）

④
各
資
格
免
許
証
の
写
し
（
既
に
取
得
さ

　

れ
て
い
る
方
の
み
）

⑤
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

⑥
健
康
診
断
書

応
募
方
法
／
1
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
提

　

出
書
類
①
～
⑥
を
総
務
課
職
員
係
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
必
着
）。

試
験
日
／
２
月
上
旬
予
定

代
替
職
員
募
集

募
集
人
員
／
若
干
名
（
書
類
選
考
、
面
接

　

に
よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

勤
務
場
所
／
ど
ん
ぐ
り
保
育
園

業
務
内
容
／
保
育
業
務

募
集
条
件
／
子
ど
も
が
好
き
で
あ
れ
ば
、

　

保
育
士
な
ど
の
資
格
は
不
要
で
す
。

雇
用
期
間
／
令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和

　

５
年
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

勤
務
時
間
／
（
月
～
金
）
午
前
８
時
30
分

　

～
午
後
５
時
15
分

勤
務
日
数
／
月
数
日
程
度

保
険
適
用
／
労
災
加
入

賃
金(

時
給)

／
有
資
格
者　

１
０
８
６
円

 

無
資
格
者　

１
０
２
２
円

※
通
勤
手
当
は
別
途
支
給

応
募
方
法
／
令
和
４
年
３
月
11
日
（
金
）

　

ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
子
育

　

て
応
援
団
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

び
え
い
子
育
て
応
援
団☎

92-

１
５
７
７　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
０
３

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
４
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美
瑛
町
観
光
協

会
主
催
「
第
18
回

丘
の
ま
ち
び
え
い

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
賞
作
品

と
、
第
１
回
目
か
ら

17
回
目
ま
で
の
歴

代
の
最
優
秀
賞
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
／
１
月
25
日
（
火
）
～
２
月
６
日
（
日
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
１
月
１
日
～
５
日
、
11
日
、

　
　
　
　
　

17
日
、
24
日
、
31
日

 

「
私
の
ベ
ス
ト
シ
ョ

ッ
ト
２
０
２
１
」
を

テ
ー
マ
に
、
19
人
の

会
員
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間
／
12
月
28
日
（
火
）
～
１
月
23
日
（
日
）

 

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
、
12
月
31
日

　
　
　
　
　

 

～
１
月
５
日

　

動
物
・
植
物
・
雪
景
色
な
ど
の
油
絵
や

パ
ス
テ
ル
画
を
展
示
し
ま
す
。

　

町
内
在
住
の
片
山
明
美
さ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
に
想
い
を
込
め
な
が
ら

筆
を
運
び
、
色
を
重
ね
た
作
品
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
1
月
７
日
（
金
）
～
27
日
（
木
）

絵
画
展
「
想
う
も
の
」　

片
山
明
美

美
瑛
写
真
サ
ー
ク
ル
作
品
展

丘
の
ま
ち
び
え
い
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
作
品
展
示
会

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館
「
美
宙
」

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　

 

（
入
館
は
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

　

休
館
日
／
毎
週
火
曜
日
、
12
月
31
日

　
　
　
　
　

 

～
１
月
５
日

大
地
讃
頌　

写
真
展
２

　

「
北
の
風
土
と
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
撮

影
さ
れ
て
い
る
写
真
家
の
森
脇
啓
好
氏

が
、
約
30
年
前
の
美
瑛
の
丘
に
住
む
人
々

の
姿
を
撮
影
し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
／
１
月
19
日
（
水
）
～
３
月
31
日
（
木
）

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-

４
２
４
５　

移
動
献
血
車
巡
回
の
お
知
ら
せ

　

献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

巡
回
日
程
／
１
月
７
日
（
金
）

　

▽
役
場
前
／
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

▽
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
美
瑛
店
前
／

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●
受
付
時
間

　

午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み（
午
後
４
時
ま
で
）

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
午
前
の
み

●
診
療
時
間

　

午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み（
午
後
４
時
ま
で
）

※
整
形
外
科
は
火
・
金
曜
日
の
午
前
の
み

　

今
月
号
か
ら
町
立
病
院
の
受
付
時
間
お

よ
び
診
療
時
間
は「
暮
ら
し
の
お
知
ら
せ
」

に
掲
載
し
ま
す
。

　

坂
井
医
師
の
外
来
は
、
急
な
検
査
対
応

の
た
め
診
察
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
立
病
院
の
受
付
お
よ
び
診
療
時
間

美
瑛
町
立
病
院

☎
68-

７
１
１
１　

暮らしのお知らせ
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国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金

融
公
庫
）
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
や
在
学

中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
／
子
ど
も
１
人
当
た
り
３
５
０
万

　

円
以
内

金
利
／
年
１
・
65
％
（
固
定
金
利
）

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・
25
％

　

（
令
和
３
年
12
月
１
日
現
在
）

返
済
期
間
／
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

用
途
／
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

　

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
や
家

　

賃
な
ど

返
済
方
法
／
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー

　

ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

保
証
／
（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基

　

金（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
）

問
合
せ
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
を
検
索
す
る
か
、
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０

-

０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）
ま
た
は
☎
０
３-

５
３
２
１-

８
６
５
６
）　

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
か
ら

　
　
　
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

              

　

☎
92-

４
２
９
５

　
　
　
美
瑛
町
人
材
バ
ン
ク
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
振
興
係

              

　

☎
92-
４
１
４
１

　

美
瑛
町
人
材
バ
ン
ク
は
、
町
内
の
各
種

サ
ー
ク
ル
や
住
民
グ
ル
ー
プ
の
要
望
に
応

じ
て
、
登
録
団
体
（
ま
た
は
個
人
）
の
中

か
ら
、講
師
を
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
動
す
る
際
に
、
美
瑛

町
人
材
バ
ン
ク
を
活
用
く
だ
さ
い
。

【
登
録
さ
れ
て
い
る
種
目
】

・
ス
ポ
ー
ツ
（
弓
道
、
太
極
拳
、
バ
ト
ミ

　

ン
ト
ン
、
柔
道
、
ス
キ
ー
な
ど
）・
絵

　

手
紙
・
写
真
・
華
道
な
ど

※
人
材
バ
ン
ク
で
は
、
知
識
や
技
能
を
生

　

か
し
た
い
と
い
う
団
体
や
個
人
の
方
を

　

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
町
有
財
産
の
利
用
計
画
を
募
集

し
て
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
政
策
調
整
係

              

　

☎
92-

４
３
３
０

　

四
季
の
交
流
館
及
び
西
美
体
験
交
流
館

を
利
用
す
る
企
業
・
団
体
等
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他

60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障
や
病

気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
を
持
っ
た
時
、
一
家

の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど
、
い
ざ

と
い
う
時
の
生
活
を
現
役
世
代
み
ん
な
で

支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
制
度

で
す
。

　

し
か
し
、
必
要
な
手
続
き
を
行
わ
な

か
っ
た
り
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
老
齢
年
金
や
不
測
の
事
態
が
生
じ
た

と
き
の
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
「
あ
の
時
に
・
・
・
」
と
後
悔

す
る
前
に
、
忘
れ
ず
手
続
き
を
行
い
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
２
週
間
程
度
経
過

し
て
も
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」

が
届
か
な
い
場
合
は
、
住
民
生
活
課
戸
籍

年
金
係
ま
た
は
旭
川
年
金
事
務
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
の
産
業
振
興
や
福
祉
の
向
上
な
ど
地

域
振
興
に
資
す
る
創
意
工
夫
の
あ
る
計
画

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

利
用
計
画
を
募
集
す
る
施
設
／

〇
四
季
の
交
流
館

　

建
物　

平
成
８
年
築
・
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

　
　
　
　
　
　
　

  

１
階
１
５
３
・
32
㎡

　
　
　
　
　
　
　

  

２
階
１
９
２
・
81
㎡

　

敷
地　

附
帯
駐
車
場
、遊
歩
道
、広
場
（
草
地
）

〇
西
美
体
験
交
流
館

　

校
舎　

平
成
６
年
築
Ｒ
Ｃ
造

　
　
　
　
　
　

     

６
０
７
・
３
５
１
㎡

　

体
育
館　

昭
和
60
年
築
Ｒ
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
６
８
・
56
㎡

　

敷
地　

附
帯
駐
車
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

１
６
５
１
２
㎡

利
用
計
画
の
範
囲
と
条
件
／

・
施
設
の
一
括
利
用
を
原
則
と
す
る
。

・
貸
付
料
は
計
画
の
内
容
に
よ
り
決
定
す
る
。

・
原
則
、
施
設
の
維
持
管
理
及
び
改
修
に
要

す
る
費
用
は
施
設
利
用
者
の
負
担
と
す
る
。

・
現
状
で
の
貸
付
と
す
る
。

・
継
続
性
や
波
及
効
果
の
あ
る
利
用
計
画

で
あ
る
こ
と
。

・
そ
の
他
募
集
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
選
定
／

　

利
用
計
画
を
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
。

利
用
計
画
書
の
提
出
期
限
／

　

令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

※
募
集
要
領
な
ど
の
詳
し
い
資
料
は
、
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ま

　

ち
づ
く
り
推
進
課
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

－21－



公共施設等年末年始スケジュール（網掛け部分　　　　がお休みの期間です）

■水道・下水道の凍結修理当番　※緊急時のみの対応となります。

12月31日（金）１月１日（土）１月２日（日） １月３日（月） １月４日（火） １月５日（水）

当

番

㈲木田建設
（☎92-4342）

休み
㈲木田建設

（☎92-4342）
㈲木田建設

（☎92-4342）
㈱美瑛プロパンセンター

（☎92-3141）
㈱美瑛プロパンセンター

（☎92-3141）

※１　町立病院は、１月６日より外来診療を開始します。なお、年末年始の救急外来は当直医が対応します。

※２　いきいきセンターは、12月25日（土）から１月11日（火）までお休みです。

※３　十勝岳望岳台防災シェルターは、４月下旬に開館予定です。

※４　町民スキー場は、土日祝日および冬休み期間中（１/17まで）が午前９時から午後７時まで、その他の期

　　　間が午後１時から午後７時までです。１月２日と３日のみ午後４時までとなります。

29日
(水)

30日
(木)

31日
(金)

１日
(土)

２日
(日)

３日
(月)

４日
(火)

５日
(水)

６日
(木)

７日
(金)

役場

子ども支援センター

どんぐり保育園

町立病院※1

保健センター

いきいきセンター※2

福祉センター

町民センター

丘のまち郷土学館「美宙」 午後5時
閉館

丘のまち交流館 bi.yell

図書館

しらかば清掃センター

スクールバス

29日
(水)

30日
(木)

31日
(金)

１日
(土)

２日
(日)

３日
(月)

４日
(火)

５日
(水)

６日
(木)

７日
(金)

十勝岳望岳台防災シェルター※3

十勝岳火山砂防情報センター

みのり 清掃のため
使用不可

正午
閉館

スポーツセンター

丘のまちわいわいプール

町民スキー場※4
午後４時

まで
午後４時

まで

なかよし児童館 正午
閉館

四季の情報館

国民保養センター
午後4時30分

閉館

道の駅びえい「丘のくら」 正午
閉店

道の駅びえい「白金ビルケ」 正午
閉店

青い池駐車場 12月31日から１月５日は町民以外も無料で開放

松の湯 12時～
午後６時

12時～
午後５時

12時～
午後８時



短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）

里
山
に
古
民
家
改
修
し
喫
茶
店
本
を
め
く
り
て
コ
ー
ヒ
ー
待
つ
客

新
星
第
五　

 

小
野
寺
貴
代
子

日
記
買
う
先
の
事
等
た
め
ら
わ
ず
三
年
用
を
又
選
び
た
り旭

北
星　

  　

 

田
中　

幸
穂

独
り
身
の
会
話
な
き
日
々
気
の
重
し
友
ら
と
酒
宴
口
の
軽
や
か

旭
町
三 

 　

 

　

守
谷　

忠
弘

二
度
も
テ
レ
ビ
に
現
役
時
代
の
亡
夫
の
姿
沈
み
が
ち
な
心
に
エ
ー
ル
が
届
く

本
町
一　

 

　
　

杉
本　
　

光

リ
ビ
ン
グ
の
高
き
窓
か
ら
月
光
は
優
し
く
我
ら
を
見
守
り
く
れ
ぬ

新
星
第
三　

   

下
平　

公
枝

農
閑
期
恒
例
と
な
る
読
書
な
り
娘
の
車
に
て
今
日
も
図
書
館

旭
第
四　
　

 

　

谷
口　

健
三

去
年
今
年
五
年
日
記
の
三
年
目 

　

  
 

　
　
　
　
　

 

五
稜
第
一　
　

 

三
浦
ひ
か
り

何
事
も
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
に
年
の
果
つ　
　
　
　
　
　

 

赤
羽　
　
　
　

 

中
村
ゆ
き
え

初
山
河
こ
の
地
で
生
く
る
幸
せ
や　
　
　
　
　
　
　

 

大
町
二　
　
　

 

為
井
め
ぐ
み

星
消
え
て
峡
穏
や
か
に
年
明
く
る　
　

  　
　
　
　

 

旭
町
二　
　

   

鎌
田　

光
春

三
日
は
や
忘
れ
ら
れ
て
る
初
日
記 　
　
　
　
　
　

 
 

幸
町
二　
　

   

浜
田　

恵
子

手
習
い
の
姿
勢
を
正
し
筆
始
め　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
沢
春
日
台　

 

舟
山　

初
枝

初
詣
二
礼
二
拍
の
清
々
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

丸
山
一　

 

　
　

髙
木　

瑛
峰

戸籍の窓
      令和３年11月１日から

    　令和３年11月30日までの届出分

人の動き

　　 　　4,759世帯　（-10）

   男　　4,517　人　（- 3）

   女　　5,124　人　（-11）

　合計　 9,641　人　（-14）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

坂下　晴
は る き

基　 男　 北町１丁目

渡邊　正
しょうま

磨   男　 幸町２丁目

浅島凛
りんたろう

太朗　 男　 花園５丁目

照本　将
しょうた

大　 男　 字美沢希望

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

大波　　久　 92   南町３丁目

寺前　道幸　 73　 字美田第１

多田　光子   90   南町３丁目

中右　ウメ　 98   字下宇莫別第５

小野　慶子   73   東町１丁目

久保　廣美　 67   字下宇莫別第３ 
齊 　榮一　 87   旭町２丁目

（敬称略）　　

町内の交通事故

　　　　令和３年11月１日～30日

▼発　　生　  14件（161件）【208件】

　人身事故　   1件（ 18件）【  9件】

　物損事故　  13件（143件）【199件】

▼死　　亡　   0人（　1人）【　0人】

　負 傷 者　   1人（ 21人）【  8人】

（ ）は令和３年１月～11月末までの累計

【 】は令和２年１月～11月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和３年１月１日～11月30日

▽火災　　　9件（　4件）

▽救急　　499件（508件）

▽救助　　　5件（　1件）

（ ）は前年同期間の件数

美瑛町すずらん大学　令和４年度新入生募集

問合せ／文化スポーツ課　　☎92-4141

　美瑛町すずらん大学では、令和４年度の新入生を募集します。

心豊かな暮らしに役立つ知識・教養を身に付けることを目的に、

みんなで楽しく学びませんか？

【受講日】 毎月第４木曜日（変更となる場合があります）

【対　　象】 町内在住の 60 歳以上の方（令和４年４月１日現在）

【学費等】 学費・入学金は無料（授業により材料代などが必要です）

【定　員】

【自治会費】

【募集期間】

30 人（定員になり次第締め切ります）

年間 2,000 円

令和４年１月６日（木）から３月４日（金）まで

【申込方法】 自治会費を添えて、町民センター窓口で申し込みくだ

さい。



印
刷
・
㈱
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田
製
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
・
美
瑛
町
総
務
課
広
聴
広
報
係
（
０
１
６
６
）
92-

４
３
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５

令
和
四
年
一
月
一
日
発
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０
７
１
‐
０
２
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２
）北
海
道
上
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郡
美
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町
本
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四
丁
目
六
番
一
号

有料広告を募集しています！
　広報びえいに掲載を希望する有料広告を募集

しています。

　町内全域に配布する広報紙で宣伝しませんか？

サイズ・広告料（１回につき）／

　縦4.5cm×横8.5cm　5,000円

申込み・問合せ／

　総務課広聴広報係 ☎92-4345　FAX92-4414

※申込書は町ホームページからダウンロードできます。


